
平成 20年度 独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金助成事業
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共催：赤城自然塾設立準備会、国立赤城青少年交流の家

主管：赤城クリーン・グリーン・エコネットワーク

後援：群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、富士見村教育委員会、伊勢崎市教育委員会、

　　　桐生市教育委員会、みどり市教育委員会、渋川市教育委員会、昭和村教育委員会

  2008.11.24
　  9:00 ～ 15:40
　　  国立赤城青少年交流の家講堂

( 月 )

赤城自然塾設立準備会事務局（担当：小林）行き
住所/前橋市粕川町中之沢7番地 サンデンフォレスト内　電話･FAX/027-212-2611　E-mail/yoshi_koba4649@yahoo.co.jp

「広域連携による環境教育プログラム策定事業2」活動報告会参加申込書

代表者名/コース名（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）　　　 同行者①/コース名（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）         同行者②/コース名（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）

代表者連絡先・住所/電話 住所       電話

参加希望者は、下記申込書に記入し、FAXまたはE-mailでお申し込みください。(11 月 21 日締め切り）
プログラム②参加者は必ず (Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ) いずれかの希望コースを○で囲んでください。 また、 昼食希望の方は、 「昼食希望」 の文字を○で囲んでください。

参加費無料参加費無料

●プログラム①／「広域連携による環境教育プログラム策定事業」他活動報告会

9:30 ※平成２0年度地球環境基金事業　中間活動報告
 ①松枯れ林地再生プロジェクト、②自然体験指導者研修講座、③環境教育研修講座、④学校教育関係者との意見交換会
 ⑤「松枯れ林地再生プロジェクト水源の森づくりを通した上下流域交流」、⑥赤城地域環境教育資源調査とDB化進捗状況報告
 ⑦赤城をフィールドにした環境教育アンケート調査進捗状況報告

 ※平成 20 年度子どもゆめ基金事業活動報告「ベテランと児童による赤城体験」
10:30 休憩
10:40 研究発表と質疑
 「改定学習指導要領にしめる環境教育の役割と位置づけ」 発表者：群馬大学西薗研究室　４年　野沢　亜矢
 同　　　解説・講演 講　師：群馬大学教育学部准教授　西薗　大実
12:00 赤城自然塾設立へ向けての中間報告
12:30 プログラム①　終了　※ 昼食は、レストラン利用の場合 530 円 ( バイキング )     

●プログラム②／あかぎ交流の森創造プロジェクト

13:15 ～ あかぎ交流の森体験活動／別途保険料 300 円・手ぬぐい、軍手持参願います。
 A コース（森林整備体験 ⇒ ツリークライミング体験：木登り体験）
 B コース（ツリークライミング体験：木登り体験 ⇒ 森林整備体験）
 C コース（森林整備体験 ⇒ 炭焼き体験）
 D コース（炭焼き体験 ⇒ 森林整備体験）
 ＊ツリーイング協会インストラクター増田　淳　氏（赤城山学園職員）指導　
15:40 各自体験後、解散

シンポジウムコーディネーター：群馬大学准教授（教育学部家政教育講座）西薗　大実　氏
東京都出身。東京理科大学大学院薬学研究科博士課程終了、薬学博士
環境省中央環境審議会（地球環境部会フロン類等対策小委員会）、
経済産業省構造審議会（地球温暖化防止対策小委員会（フロン回収・破壊ワーキンググループ）等。
特定非営利活動法人「ストップ・フロン全国連絡会」代表。2001 年のフロン回収破壊法制定、2006 年の同法改正に協力。
特定非営利活動法人「気候ネットワーク」理事。著書に脱フロンへの道 地球のいまを守る知恵 /学陽書房（1994）、
山頂はなぜ涼しいか 熱・エネルギーの化学 /東京化学同人（2006）等
群馬県桐生市在住

昼食希望 昼食希望昼食希望


